
◆基本目標に係る評価概要

基本目標１ 子どもを生み育てやすいまちへ

一斉学校公開日の来校者に占める地域住民の割合及び都市公園の遊具健全度に

ついては、基準値と昨年度の値を上回り、目標値に近づきました。

全国体力運動能力調査（小学生）２０ｍシャトルランのＴ得点については、目

標値を上回りました。

子育て支援拠点数については、鷲別児童館を移設改築し、子育て支援センター

及び放課後児童クラブを併設した統合型児童館として平成３０年２月に供用を開

始するなど、子育て環境の充実に取り組んでいます（※子育て支援センターにつ

いては平成３０年４月供用開始）。

基本目標２ 安心して老いを迎えることができるまちへ

救急医療の受入時間は昨年に引き続き目標を達成しました。

特定健康診査の受診率については、基準値と昨年度の値をいずれも上回り、進

展しました。

図書館を利用した市民の割合については、昨年度を若干下回っているものの、

平成 30年度からは新たに「ライブラリースタートのおはなし会」を実施し、引き
続き本に親しんでいただくための取組を行っています。

生活困窮者自立支援法に基づく相談件数は、昨年度を下回ったものの、引き続

き、相談体制の充実・確保に努めており、制度自体の認知が進んでいます。

基本目標３ 各産業が元気に展開されるまちへ

年間の観光入込客数は基準値と昨年度の値をいずれも上回りました。

有効求人倍率は景気の回復傾向もあり目標値 1.00倍に対し 1.36倍となり目標
を達成しました。

乳牛１頭当たりの生産乳量は昨年度実績とほぼ同程度で推移しております。

基本目標４ 観光地としての魅力づくり

年間の観光入込客数は基準値と昨年度の値をいずれも上回りました。

歴史文化施設入館者数は昨年度実績から減少し、基準値を下回りました。今後

も引き続き、国内観光客にとっても、外国人観光客にとっても魅力溢れる観光地

域づくりに取り組んでまいります。

基本目標５ 移住・定住したいまちへ

姉妹都市（四五都市を含む）都市間交流人数は、基準値及び昨年度実績を下回

りましたが、平成 30年度に交流事業が控えており、今後の展開が期待されます。
ちょっと暮らしでの移住体験者は、受入施設縮小の影響で昨年度を下回ったも

のの、移住ワンストップ窓口への相談者数は引き続き基準値・目標値を上回って

いることから、関心の高さがうかがえます。

国際理解講座への参加者数は、引き続き高いレベルで推移しており、目標値を

大きく上回っています。


